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人
間
と
同
じ
よ
う
に
自
然
な
言
葉
を
使
い
こ
な
す
人
工
知
能
で
あ
る
対
話
生
成
Ａ
Ｉ
が

誕
生
し
ま
し
た
。
人
工
知
能
（A

rtificial Intelligence

）
は
、
私
た
ち
人
間
が
自
然
な

言
語
を
用
い
て
行
っ
て
い
る
認
識
・
判
断
・
推
論
な
ど
の
能
力
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
持
た

せ
る
技
術
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
形
が
生
成
Ａ
Ｉ
で
す
。
そ
の
代
表
格
で
あ
る

C
hatG

PT
がO

penA
I

か
ら
２
０
２
２
年
秋
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
ま
だ
1
年
も
経
た
な
い

う
ち
に
、
世
界
中
で
大
き
な
話
題
と
な
り
、
広
く
政
界
、
財
界
、
学
界
、
マ
ス
コ
ミ
、
ネ

ッ
ト
界
を
巻
き
込
ん
で
、
盛
ん
に
そ
の
効
果
的
な
活
用
方
法
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
問
題
点
と
と
も
に
、
適
切
な
教
育
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
．
生
成
Ａ
Ｉ
と
は

　

生
成
Ａ
Ｉ
と
は
、
英
語
でG

enerative A
I

と
い
う
用
語
の
訳
語
で
す
。G

enerative

と

は
、「
何
か
を
生
み
出
す
」
と
い
う
形
容
詞
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

と
異
な
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
言
葉
に
よ
る
人
間
と
の
対
話
を
生
み
出
し
た
り
、
人
間
が
入
力

し
た
単
語
か
ら
画
像
を
生
み
出
し
た
り
、
音
楽
や
動
画
を
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

よ
り
具
体
的
に
み
て
み
る
と
、
対
話
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
複
雑
な
自
然
言
語
処
理
の
技
術
を
駆

使
し
て
、
人
間
の
言
葉
を
解
析
し
、
意
図
を
理
解
し
、
そ
し
て
そ
れ
に
応
じ
た
情
報
を
提
供

し
た
り
、
問
い
に
答
え
た
り
、
あ
る
い
は
対
話
を
続
け
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
対
話

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
電

子
メ
ー
ル
の
自
動
返
信
、
参
照
す
べ
き
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ス
ト
の
整
理
と
提
示
、
ま
た
教

育
の
現
場
で
は
子
ど
も
と
の
教
育
的
な
対
話
な
ど
、
様
々
な
タ
ス
ク
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
間
と
同
じ
よ
う
に
自
然
な
言
語
を
操
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
人
間
の
指

示
に
沿
っ
て
物
語
を
創
作
し
た
り
、
詩
や
俳
句
を
作
っ
た
り
、
歴
史
上
の
人
物
に
な
り
き
っ

て
人
間
と
仮
想
の
対
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
最
新
の
対
話
生
成
Ａ
Ｉ
で
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
た
り
図
形
を
描
い
た
り
、
大
量
の
デ
ー
タ
の
統
計
処
理
を
す
る
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
問
題
点
と
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
人
工
知
能
が
人
類
を
支
配
し
征
服
す
る

危
険
性
を
指
摘
す
る
声
や
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
知
識
源
の
制
限
や
訓
練
デ
ー
タ
の
偏
り
に
よ
る
日

本
語
生
成
の
不
自
然
さ
や
、
日
本
の
文
化
と
歴
史
に
関
す
る
知
識
不
足
か
ら
く
る
生
成
Ａ
Ｉ

の
限
界
を
指
摘
し
た
り
す
る
声
も
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
他
人
の
著

作
物
を
入
力
し
修
正
を
加
え
、
そ
の
結
果
を
自
分
の
作
品
と
し
て
発
表
す
る
行
為
は
著
作
権

違
反
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
自
身
の
個
人
情
報
を
入
力
す
る
と
、
そ
れ
が
他
者
へ
の
回

答
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
個
人
情
報
が
漏
洩
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点

は
生
成
Ａ
Ｉ
を
学
習
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
際
に
も
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
人
間
が
生
み
出
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
機
械
は
、
開
発
と
改
良
の
歴
史
を
通
じ

て
、
問
題
点
を
克
服
し
、
よ
り
適
切
な
活
用
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
溶
け

込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
人
間
の
幸
福
を
増
大
し
、
諸
能
力
を
拡
張
す
る
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
す
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
代
表
格
で
あ
るC

hatG
PT

も
ま
た
、
電
車
や
自
動
車
、
飛
行
機
、
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
灯
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
進
歩
し
な
が
ら
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
授
業
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
3
つ
の
タ
イ
プ

　

授
業
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
3
つ
の
タ
イ
プ
（
仮
説
検
証
型
、
創
作
表
現
型
、
実
践
実

習
型
）
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
型
的
な
活
動
系
列
に
位
置
付
け
た
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
方

法
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑴
仮
説
検
証
型
（
主
に
、
社
会
科
、
理
科
、
総
合
な
ど
）

　

仮
説
検
証
型
の
学
習
は
、
特
定
の
問
い
や
仮
説
を
立
て
、
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
の
デ
ー

タ
や
情
報
を
収
集
・
分
析
し
、
最
終
的
に
そ
の
仮
説
の
妥
当
性
を
評
価
す
る
過
程
を
中
心
に

据
え
た
学
習
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
技
術
を
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
学
習
ア

プ
ロ
ー
チ
を
さ
ら
に
豊
か
に
し
、
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

①
問
題
の
発
見
・
問
い
の
設
定

・
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
、
関
連
す
る
背
景
情
報
や
先
行
事
例
を
迅
速
に
収
集
す
る
。

②
仮
説
の
立
案

・
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
対
話
を
通
じ
て
、
仮
説
の
精
度
や
妥
当
性
を
事
前
に
考
察
す
る
。

③
デ
ー
タ
の
収
集
と
整
理

・
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
、
理
解
を
助
け
る
図
や
模
式
図
を
作
成
・
修
正
す
る
。

④
デ
ー
タ
の
解
析
・
評
価

・ 

生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
解
析
の
サ
ポ
ー
ト
や
迅
速
な
評
価
結
果
の
取
得
を
行
う
。

⑤
仮
説
の
検
証

・
生
成
Ａ
Ｉ
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
検
証
結
果
の
評
価
や
考
察
を
深
め
る
。

⑥
結
果
の
発
表
・
共
有

・ 

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
、
報
告
書
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
資
料
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
仮
説
検
証
型
の
探
究
的
な
学
習
の
各
フ

ェ
ー
ズ
で
の
学
習
効
果
や
深
さ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
特
に
、
対
話
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
仮
説
の
立
案
や
検
証
の
過
程
で
の
思
考
の
深
化
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑵
創
作
表
現
型（
主
に
、国
語
科
、外
国
語
科
、図
画
工
作
科
、美
術
科
、音
楽
科
な
ど
）

　

創
作
表
現
型
の
学
習
は
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
形
で
表
現
す
る
こ
と
を
中
心
に
据
え
た
学
習
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
技
術

を
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
表
現
の
幅
や
深
さ
を
増
加
さ
せ
、
よ
り
多
様
な
方
法
で
創
作
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活
動
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 
テ
ー
マ
・
ト
ピ
ッ
ク
の
選
定

・ 
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
背
景
情
報
や
既
存
の
作
品
例
を
収
集
し
、
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
。

② 

ア
イ
デ
ア
の
発
想
・
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

・ 

対
話
生
成
Ａ
Ｉ
と
会
話
を
行
い
、
ア
イ
デ
ア
の
拡
張
や
新
た
な
視
点
の
取
得
を
試
み
る
。

③ 

初
期
の
ス
ケ
ッ
チ
・
試
作

・ 

画
像
生
成
Ａ
Ｉ
や
音
楽
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
、
初
期
の
デ
ザ
イ
ン
や
メ
ロ
デ
ィ
の
生
成

を
助
け
る
。

④ 

評
価
・
反
省

・
生
成
Ａ
Ｉ
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
改
善
の
ヒ
ン
ト
や
新
た
な
方
向
性
を
得
る
。

⑤ 

作
品
の
完
成
・
修
正

・ 

必
要
に
応
じ
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
サ
ポ
ー
ト
を
再
度
利
用
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
や
メ
ロ
デ
ィ
の

修
正
を
行
う
。

⑥ 

作
品
の
発
表
・
共
有

・
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
、
発
表
の
資
料
や
背
景
音
楽
の
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
創
作
表
現
型
の
探
究
的
な
学
習
に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
生
徒
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
ツ

ー
ル
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
表
現
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
の
協
働
の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

⑶
実
践
実
習
型（
主
に
、総
合
、学
級
活
動
、学
校
行
事
、児
童
会・生
徒
会
活
動
な
ど
）

　

実
践
実
習
型
の
学
習
は
、
生
徒
た
ち
が
実
際
の
行
動
や
体
験
を
通
じ
て
知
識
や
技
術
を
獲

得
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
こ
の
学
習
ア
プ
ロ
ー
チ
に
組
み

込
む
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
の
体
験
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た
り
、
新
し
い
視
点
や
方
法
で
の
体

験
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

①
目
標
設
定

・ 

生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
、
過
去
の
事
例
や
成
果
を
探
索
し
、
目
標
の
設
定
に
役
立
て
る
。

②
計
画
作
成

・ 

生
成
Ａ
Ｉ
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
計
画
の
改
善
点
や
新
し
い
方
法
を
提
案
し
て
も
ら
う
。

③
実
践
・
実
習

・ 

例
え
ば
、
体
育
の
場
合
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
動
き
や
戦
略
の
提
案
を
し
て
、
そ
れ
を
基
に
生
徒

が
実
践
す
る
。

④
記
録
・
反
映

・ 

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
、
写
真
や
動
画
の
分
析
を
行
い
、
自
身
の
動
き
や
行
動
の
評
価
を

受
け
る
。

⑤
評
価
・
振
り
返
り

・ 

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
、
自
ら
の
結
果
や
行
動
を
客
観
的
に
分
析
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
得
る
。

⑥
再
実
践
・
向
上

・ 

生
成
Ａ
Ｉ
の
提
案
や
ヒ
ン
ト
を
元
に
、
改
善
や
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
実
践
を
試
み

る
。

⑦
成
果
の
共
有

・ 

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
資
料
作
成
や
デ
ー
タ
の
可
視
化
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
実
践
実
習
型
の
探
究
的
な
学
習
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
体
験
が
よ

り
深
く
、
効
果
的
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
提
供
す
る
情
報
や
分
析
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
生
徒
自
身
の
自
己
評
価
や
自
己
認
識
の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。

３
．
Ａ
Ｉ
活
用
の
8
原
則

　

そ
れ
で
は
最
後
に
、
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
適
切
に
活
用
す
る
た
め
の
学
習

原
則
を
8
個
あ
げ
て
お
き
ま
す
。
紙
面
の
都
合
で
、
こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
示
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
研
究
指
定
校
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
学
習
原
理

を
大
切
に
し
た
実
践
を
開
発
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
の
中
で
も
、
第
5
原
理
に
あ
げ
た
「
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」
の
在
り
方
を
具
体

化
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
Ａ
Ｉ
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
た

り
、
Ａ
Ｉ
依
存
症
を
防
い
だ
り
、
Ａ
Ｉ
い
じ
め
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

第
1
原
理
　
創
造
力
や
問
題
解
決
力
、
思
考
力
を
育
て
る

第
2
原
理
　
最
初
か
ら
最
後
ま
で
自
分
で
考
え
る
よ
う
に
す
る

第
3
原
理
　
思
考
の
補
充
、
修
正
、
改
善
を
行
う

第
4
原
理
　
想
像
、
空
想
、
架
空
、
仮
想
を
大
切
に
す
る

第
5
原
理
　
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
て
Ａ
Ｉ
依
存
症
を
防
ぐ

第
6
原
理
　
文
化
や
価
値
観
な
ど
の
多
様
性
と
包
括
性
を
尊
重
す
る

第
7
原
理
　
実
体
験
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
す
る

第
8
原
理
　
本
質
的
思
考
力
（C

ritical Thinking

）
を
育
て
る

　

以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
文
献
を
参
考
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

関
連
サ
イ
ト

Ａ
Ｉ
教
育
研
究
所
（
代
表　

田
中
博
之
）　https://ai-education.jp
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考
文
献

田
中
博
之
著
『
教
師
の
た
め
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
術
』
学
陽
書
房
（
近
刊
）

〈連載テーマ②〉

「ICTを活用した教育」


